
AIを用いた診断、治療等の支援を行うプログラムの利用と
医師法第17条の規定との関係について

○ 人工知能（AI）を用いた診断、治療等の支援を行うプログラムを利用して診療を行うこと
については、
・ AIは診療プロセスの中で医師主体判断のサブステップにおいて、その効率を上げて情
報を提示する支援ツールに過ぎない
・ 判断の主体は少なくとも当面は医師である
等と整理された※。

○ 人工知能（AI）を用いた診断・治療支援を行うプログラムを利用して診療を行う場合につ
いても、
・ 診断、治療等を行う主体は医師である
・ 医師はその最終的な判断の責任を負う
・ 当該診療は医師法第17条の医業として行われる
ものである旨、明確化し、周知を行った。

現状

対応

※ 平成29年度厚生労働行政推進調査事業費補助金「AI等のICTを用いた診療支援に関する研究」（研究代表者：横山和明東京大学医科学研究所附属病院
血液腫瘍内科助教）におけるAI等のICTを用いた診療支援に関する調査等を踏まえた整理

（参考）
○ 医師法（昭和23年法律第201号）
第17条 医師でなければ、医業をなしてはならない。

※ 「医師法第17条、歯科医師法第17条及び保健師助産師看護師法第31条の解釈について」（平成17年医政発0726005号医政局長通知）（抜粋）

ここにいう「医業」とは、当該行為を行うに当たり、医師の医学的判断をもってするのでなければ人体に危害を及ぼし、又は危害を及ぼすおそれのある行為
（医行為）を反復継続する意思をもって行うこと
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